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資料１ 環境保全に関する主な予算（18年度）

部
局 事　　　項

553

4,577

○産業廃棄物対策事業費 2,220,000

71,523

60,000

44,000

○浄化槽設置費補助金 117,000

○生活排水処理対策費補助金 32,000

28,000
　１  府自然環境保全地域環境整備事業費 8,800

  ２　多様な自然の保全・復元推進事業費 　 11,700

  ３  住民協働による絶滅危惧種・生息地保全モデル事業費 3,000

  ４  みどりの屋根づくり推進事業費 2,000
      ＜『環』の公共事業＞

  ５  外来種による被害防止対策事業 2,000

  ６  環境マネジメント推進事業費 500

20,872

○環境経済学世界大会開催支援事業
費

1,000

37,380

  １　地球温暖化対策推進計画策定事業費　      5,000

  ２　京と地球の共生推進事業　               16,840

　３　地球にやさしい府庁プラン（仮称）推進事業費　 12,500

　４　エコライフ推進事業費 1,500

  ５　地球温暖化対策人材育成事業費 1,300

  ６  フロン回収破壊法推進事業費 240

21,500

9,471

  ＜『環』の公共事業＞  

3,100

  １ うみかぜ風力エネルギー普及モデル事業費 2,100

  ２ きょうと・みんなの風車プロジェクト事業費 1,000

○大気汚染防止事業費 69,837   大気汚染常時監視、工場等規制指導等に要する経費

○水質汚濁防止事業費 29,011   河川海域環境監視、工場等規制指導等に要する経費

○公害対策指導費 5,531

○原子力防災対策事業費 108,043   高浜原子力発電所周辺放射線監視事業及び監視施設等整備に要する経費

企
画
環
境
部

○一般廃棄物処理施設指導事務費 　一般廃棄物処理施設及び浄化槽の整備に係る指導等に要する経費

○産業廃棄物適正処理指導事業費等 　廃棄物処理法、不法投棄防止条例等に基づく産業廃棄物の適正な処理の指導に
要する経費

　産業廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用その他適正な処理の促進を図ること
を目的とした府産業廃棄物税条例の使途事業の財源に充てるために積み立てる基
金に要する経費

　市町村が設置主体となって浄化槽を整備する事業に対する補助金

○不法投棄等防止対策事業費 　不法投棄・野焼きの監視・指導及び府、市町村、府民等が一体となった不法投
棄等防止運動の実施に要する経費

（単位：千円）

18年度
当初予算額

事　　　業　　　概　　　要

　㈱京都環境保全公社の経営基盤整備に対する支援に要する経費（貸付金等）

  市町村が行う浄化槽設置助成事業に対する補助金

○産業廃棄物発生抑制等促進基金積
立金

○産業廃棄物発生抑制等促進事業費   産業廃棄物税を財源とする基金を活用して実施する廃棄物・リサイクルの対策
強化のために要する経費

○地球温暖化対策推進事業費

  「緑と文化の基金」を活用した各種自然・環境保全事業等に要する経費○「緑と文化の京都」推進事業費

　京都府地球温暖化対策条例、地球温暖化対策プラン等に基づき、様々な主体と
連携・協働した施策の推進に要する経費

○環境を守り育てる京都づくり推進
事業費

  環境学習の推進及び府民の環境保全意識の高揚や環境に関する取組の拡大を図
るための啓発事業等に要する経費

  公害苦情処理、幹線道路等環境監視等に要する経費

　環境経済学世界大会の京都開催を機に行う研究者と府民が一緒に環境問題につ
いて考える公開シンポジウムの開催に要する経費

　丹後地域における住宅等での風力発電普及のためのモデル事業の実施及び府民
参加型の風力発電施設の設置に向けた調整に要する経費

○「風のプロジェクト」推進費
  ＜『環』の公共事業＞

○京都エコエネルギープロジェクト
推進費

  自然エネルギーの需給制御技術等の実証実験及びプロジェクトの地域活用・発
展方策の検討等に要する経費

○中小企業地球温暖化対策応援事業
費

　京都府地球温暖化対策条例を踏まえ、中小事業者が実施する温室効果ガス削減
に向けた取組に対する支援に要する経費
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部
局 事　　　項

○放射能測定調査費 2,416

○環境影響評価推進事業費 1,936

3,444   有害大気汚染物質の環境監視等に要する経費

32,535

42,000

○丹後海と星の見える丘公園整備費 12,000
　＜『環』の公共事業＞

○丹後海と星の見える丘公園府民参 27,000
加推進費

25,000

小
計

3,029,729

○府民運動推進事業費 8,000

○自治活動推進費 540   河川美化団体の行う諸活動に対する助成に要する経費

3,000 　自然とふれあう機会として開催するための経費

小
計

11,540

○府立洛南病院熱源等空調設備改修 80,000

○シックハウス対策事業費 800

小
計

80,800

6,708

5,773

小
計

12,481

○モニタリング調査事業費 2,156

○環境保全型土壌管理対策推進事業 3,767   環境保全に配慮した土壌管理のための調査研究に要する経費

費

1,843

205,439

6,000

2,550

○ダイオキシン総合対策費

○有害大気汚染物質対策費

　府民運動の推進に要する経費（クリーン作戦、水辺環境保全事業など）

○丹後海と星の見える丘公園管理費

　環境保全対策の推進等に要する経費

  環境面に配慮した機器導入等既存空調設備等更新工事

　(財)地球環境産業技術研究機構の運営助成に要する経費

○ＰＣＢ廃棄物処理対策費

（単位：千円）

  環境影響評価条例に基づく環境影響評価審査等に要する経費

  丹後海と星の見える丘公園の管理費及び体験学習教室事業の運営に要する経費

  丹後海と星の見える丘公園の園路整備等に要する経費

　中小企業者におけるＰＣＢ廃棄物の早期処理を促進するため、国及び都道府県
の拠出により（独）環境再生保全機構に造成された基金への出えん金

  廃棄物処理施設及び大気、水質・底質、土壌中のダイオキシンの分析調査等及
び分析精度管理体制の強化に要する経費

  自然環境中における放射能測定調査に要する経費

　府民参加型による丹後海と星の見える丘公園施設整備に要する経費

18年度
当初予算額

事　　　業　　　概　　　要

○京野菜こだわりプロジェクト推進
事業費

府
民
労
働
部

保
健
福
祉
部

商
工
部

○(財)地球環境産業技術研究機構活
動助成費

○植物園名月観賞の夕べ開催事業

○公害対策費

　シックハウスに関する保健所相談窓口の設置、化学物質の測定、啓発、ＮＰＯ
との協働の推進等に要する経費

  バイオマスを有効利用するための、計画策定や実用化に関する調査・実証等に
要する経費

　家畜排せつ物法の周知徹底、法に基づく不適正管理農家への徹底指導と関係機
関による調整、畜舎排水及び悪臭物質の測定とそのデータに基づく濃密指導、堆
肥利用促進に向けた土づくり事業、堆肥共励会等に要する経費

１　環境にやさしい農業技術の現地栽培実証などを行い、環境保全型農業の普
及・推進を図るために要する経費
２　土づくりを基本とした減農薬・減化学肥料による栽培面積の拡大に必要な施
設整備を行うとともに、生産工程管理を審査・認証する制度の実施にする経費

農
林
水
産
部

○土壌健全化対策事業費

○環境保全型畜産確立推進事業費

○バイオマス利活用フロンティア推
進事業

　耕地土壌の営農管理上の課題を明らかにするため、土壌理化学性の経時変化調
査、土壌管理の実態調査等の実施に要する経費

１　重金属類等による農作物公害について、原因究明と実態把握を行い、適切な
指導と対策を行うために要する経費
２　亀岡市土壌汚染対策に係る汚染の進行の監視に要する経費



- 148 -

部
局 事　　　項

1,085,766

18,226

○地域協働型水田等維持支援事業費 14,850

513

50

○漁場クリーンアップ事業費 939

189,578

306,027

○造林事業費 763,749

8,545

6,755

22,608

128

432

98,720

○京都モデルフォレスト創造事業 12,000
　＜緑の公共事業＞

○府民参加の森づくり活動事業費 6,000

66,500

　＜緑の公共事業＞

○安心・安全の森整備事業費 261,765
　＜『環』の公共事業＞
　＜緑の公共事業＞

　亀岡市土壌汚染対策地域の対策計画に基づき、山内川地区で土地改良事業を実
施するために要する経費

  鳥獣保護対策の基本となる保護区の設定、保護思想の普及・啓発、傷病鳥獣の
保護等を行うために要する経費

○ふるさとの魚環境保全啓発事業

　過疎化・高齢化の進行により、農村集落では農地や水路施設などの資源を保全
管理する共同活動が困難になってきており、それらの保全を図る地域共同の取組
に対し支援する

○府営公害防除特別土地改良事業費

○共生保安林整備事業費

  森林の持つ公益的機能が高度に発揮できるよう、針葉樹・広葉樹の植栽、混交
林・複層林の造成、除間伐等の保育管理作業を計画的に推進するために要する経
費

　水資源の確保、自然環境の形成の面から特に重要な水源地域において、荒廃森
林の復旧・整備、水土保全施設の整備、荒廃地等の復旧等を計画的・総合的に実
施するために要する経費

○漁場公害調査指導事業費

  府民ぐるみの森林づくり活動の中核となる「（社）京都モデルフォレスト協会
（仮称）」の設立支援に要する経費

  暮らしの安心・安全を守る水源かん養や土砂流出防備機能など公益性の高い保
安林の改良、保育に要する経費

　放置された人工林等を対象に、一定期間の伐採利用禁止等の措置を講じなが
ら、環境保全の視点から間伐を軸に針広混交林化するために要する経費

　山村集落の生活用水等を供給する水源山地を対象に、荒廃森林の整備や治山施
設等の設置を一体的に実施するために要する経費

　漁場上流で育樹等を行い、豊かな漁場環境を維持するために要する経費

　「京都府豊かな緑を守る条例」の活動団体の登録制度等を活用しながら、森林
所有者、ボランティア団体、ＮＰＯ、企業、大学等の様々な森林内活動等を結び
つけながら、府民参画、府民協働による多様な森林の利用と保全運動を推進する
ために要する経費
　１　モデルフォレストネットワークづくり事業
　２　府民参画促進事業
　３　人材育成事業
　４　活動フィールド保全事業

  緑化樹のせん定・刈り込みの講習会の開催に要する経費

  環境保全の象徴であるサケを放流し、河川に対する府民の関心を呼び起こすと
ともに、環境を考える機会とするために要する経費

  漁業集落におけるし尿・生活雑排水等の汚染を処理する施設を整備し、漁村生
活環境の改善を図るために要する経費

　漁場異変の早期発見と防止のため、府沿岸と由良川、桂川でＤＯメーター等の
測定機器を使用して、観測を行うために要する経費

○河川漁業公害対策事業費

　森林の造成や林相の改良等の整備を重点的に実施し、森林の有する環境保全等
の機能を高度に発揮させるために要する経費

  プラスチック類等の廃棄物により漁場としての効用が低下している海面及び内
水面において、これら廃棄物の回収・処理等を行うために要する経費

　河川公害防止や環境保全を考慮した遊漁等についての手引書を作成・配布する
ために要する経費

（単位：千円）

○農業集落排水事業費   農業集落におけるし尿、生活雑排水等の汚染を処理する施設を整備し、農業用
水の水質の保全と農村生活環境の改善を図るために要する経費

18年度
当初予算額

事　　　業　　　概　　　要

○災害に強い森づくり事業
　＜『環』の公共事業＞

○鳥獣保護事業費

○いのちと環境の森づくり事業費
　＜緑の公共事業＞

○水源地域整備事業費

○漁民の森づくり事業費

○緑化啓発推進事業

○漁業集落排水事業
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部
局 事　　　項

○京都・文化の森づくり事業費 9,400
　＜緑の公共事業＞

○緑の公共担い手育成事業費 4,080
　＜緑の公共事業＞

○森のゼロエミッション治山事業 25,000
　＜『環』の公共事業＞

　＜緑の公共事業＞

21,000

　＜緑の公共事業＞

10,000

1,000

　＜緑の公共事業＞

○特定野生鳥類保護管理推進事業費 35,458
　＜緑の公共事業＞

○野生鳥獣対策事業費 75,825
　＜緑の公共事業＞

○ナラ枯れ被害対策事業 2,089
　＜緑の公共事業＞

○松くい虫等防除関連事業費 77,746
　＜緑の公共事業＞

小
計

3,346,504

○京の川づくり事業 935,100

○単費河川環境整備事業 372,500

○河川災害防除費 695,600

○港湾環境整備事業 94,000

○舞鶴港環境整備事業 1,573

○都市公園施設整備事業 784,478

○自然公園施設整備事業 152,400

○都市緑化推進事業 10,650

○下水道の整備 4,737,703

12,500

　森林の公益的機能を維持するため、ナラ枯れ被害の防止対策に要する経費

　森林の公益的機能を維持するため、松くい虫等の防除対策に要する経費

　重要港湾舞鶴港において港湾施設周辺の緑化を図り、住民が多目的に利用でき
る緑地を整備するために要する経費

　総合的な都市緑化の普及・啓発のためのイベントの実施に要する経費

○京都の木のネットワークづくり事
業費

　京都府の森林資源を府民生活に結びつけていくためのネットワーク活動等の推
進に要する経費

　クマ剥ぎ被害対策、野生鳥獣生息動態調査等、特定鳥獣の保護管理に要する経
費

　野生鳥獣の共生・共存を重視し、総合的な被害防止対策に要する経費

土
木
建
築
部

事　　　業　　　概　　　要

　河川のしゅんせつ等により流水の停滞を防止し、河川の環境を整備するために
要する経費

　山紫水明の歴史都市・京都にふさわしい水辺空間の創出を目的に、河川の環境
整備を推進するために要する経費

　河川の草刈り、雑草除去等により疎通能力を増大し、河川の環境を整備するた
めに要する経費

  京都の文化財や町家の修復のための用材供給を担う森林整備、並びに優れた京
都の風致景観の形成に貢献する社寺等の後背林の整備に要する経費

　新たな林業労働者の育成と地域での定着を促進するため、即戦力と担い手の養
成に要する経費

　府民レベルで森林を守り地球温暖化防止対策を推進する仕組みを確立し、間伐
材等の府内産木材が公共事業で確実に利用される取組を推進するために要する経
費
　１　ウッドマイレージＣＯ２認証制度
　２　ウッドマイレージＣＯ２認証制度普及事業
　３　間伐材循環利用促進事業

○環境にやさしい京都の木の家づく
り支援事業費

　ウッドマイレージＣＯ２認証制度の普及・定着と認証木材の需要拡大を図るた
め、認証木材を使用した住宅建設の支援に要する経費

（単位：千円）

18年度
当初予算額

○住宅改良資金融資事業委託

  舞鶴港で発生する木皮等海洋性廃棄物の処理を促進するために要する経費

　公共用水域の水質保全に資するため、高度処理施設の建設など、流域下水道や
公共下水道の整備の促進に要する経費

　快適でうるおいのある都市環境の形成、災害の防止、緑とふれあいの場の創出
のため都市公園の整備を促進するために要する経費

　自然とのふれあいの場として、豊かな自然に恵まれた国立、国定、府立公園や
歴史や自然を訪ねる近畿自然歩道、東海自然歩道、丹波散策の道を利用するため
の施設を整備するために要する経費

　治山ダム建設等で排出されるＣＯ２をダムのライフサイクルの中で回収する治
山事業として、府内産間伐材を利用した木製治山ダムの整備と周辺森林整備を一
体的に行うために要する経費

○ウッドマイレージ認証木材普及事
業

  高断熱性住宅等へのリフォームを行うための資金について、低利率で融資を実
施するための利子補給等に要する経費
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5,000

　＜『環』の公共事業＞

○1．5車線的道路整備 1,076,000
　＜『環』の公共事業＞

○道路の低騒音舗装 105,000
　＜『環』の公共事業＞

○緊急生活道路小規模改良 500,000
　＜『環』の公共事業＞

○透過型砂防堰堤 30,000
　＜『環』の公共事業＞

○緑の散策道等再生事業費 10,000
　＜『環』の公共事業＞

　＜緑の公共事業＞

31,300

　＜『環』の公共事業＞

　＜緑の公共事業＞

39,000

　＜『環』の公共事業＞

　＜緑の公共事業＞

50,000

　＜『環』の公共事業＞

○電線類の地中化 80,000 　無電柱化推進計画に基づく、道路の無電柱化を促進する経費
　＜『環』の公共事業＞

○京の川再生事業 75,000
　＜『環』の公共事業＞

○緑の河川復活事業費 100,000
　＜『環』の公共事業＞

　＜緑の公共事業＞

○緑の渓流復活事業費 30,000
　＜『環』の公共事業＞

　＜緑の公共事業＞

8,000

5,000

　＜『環』の公共事業＞

5,000

　＜『環』の公共事業＞

○透水性舗装歩道 36,000
　＜『環』の公共事業＞

○大手川総合土砂管理 5,000
　＜『環』の公共事業＞

　府内産間伐材を利用した工法などにより、自然公園の歩道や階段、都市公園の
遊具等の再整備に要する経費

○府営住宅集会所建設（府内産材使
用）

　府内産木材を活用し、府営住宅集会所を建設するために要する経費

○総合的な雨水対策（流出抑制対
策）

○下水処理水の河川還元と水辺環境
の創出

○府営住宅トータルリモデル（府内
産材使用）

　府内産木材を活用し、府営住宅の住戸内部を改善するために要する経費

（単位：千円）

  大手川（宮津市）において、治山・砂防・河川が連携して、総合的な土砂流出
管理を図るために要する経費

　河川流量の減少による環境への影響が生じている河川への下水処理水を再利用
し、流量を確保するために要する経費

　雨水をアスファルト表面から地盤に浸透させることにより、ひとが利用しやす
く環境の保全に配慮した歩道整備を実施する経費

　宇川の生態環境を保全するため、河川整備の検証と川づくり計画を策定する経
費

　２車線改良、１車線改良、待機所の設置等を効果的に組み合わせることで、環
境負荷の少ない道路整備を推進するために要する経費

　道路の透水性舗装を実施することで、車両の走行安定性の向上・道路交通騒音
の低減を図るために要する経費

　未改良区間において、現地の状況に合わせて形状変更の少ない小規模改良を実
施し、環境負荷の少ない道路整備を推進するための経費

  総合的な雨水対策を検討するために要する経費

　府内産間伐材を利用した工法などにより、環境に配慮した河川整備、河川施設
の維持修繕に要する経費

18年度
当初予算額

事　　　業　　　概　　　要

○自然公園倍増計画推進事業
  ＜『環』の公共事業＞

  自然公園区域の拡大・新たな自然公園の指定を進めることにより、豊かな自然
環境や自然景観の保全と利用の促進に要する経費

○水辺環境整備
  （地域振興河川事業）

　市町村のシンボル的な河川などにおいて、河川公園等を整備することによりま
ちづくりに寄与し、地元に愛される良好な水辺空間の整備に要する経費

  京都市内において、水質悪化・水量不足を招いている河川について水量を確保
し、河川の流れを取り戻すとともに、人の集う水辺空間整備を推進するために要
する経費

○天然アユが遡上する宇川の川づく
り

　府内産間伐材を利用した工法などにより、環境に配慮した渓流整備、護岸整備
に要する経費

　渓流を分断しないで透過型砂防堰堤を採用し、生物環境に配慮する経費
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○天橋立の侵食対策 40,000
　＜『環』の公共事業＞

○海岸浸食対策 56,000
　＜『環』の公共事業＞

○海岸環境整備事業 32,400
　＜『環』の公共事業＞

○阿蘇海水質・底質改善の覆砂事業 36,000
　＜『環』の公共事業＞

小
計

10,151,204

○京都新光悦村整備事業 432,380

1,402 　宇治浄水場における認証の推進に要する経費

小
計

433,782

5,500

小
計

5,500

828

小
計

828

総
計

17,072,368 　

部
局 事　　　項

○『環』の公共事業 3,538,004

　＜※一部再掲＞

○緑の公共事業費 1,550,483

　＜※一部再掲＞

小
計
　 5,088,487 　

教
育
委
員
会

  少年自然の家において、青少年を対象に、自然保護や環境保全意識の高揚を図
るための野外活動プログラムを盛り込んだ事業を実施するために要する経費

○｢森と小川の教室」推進事業費

（単位：千円）

　河川からの流出土砂の減少や沿岸漂砂の遮断等による砂浜の侵食を防止し、美
しい砂浜の再生を図る経費

　閉鎖性水域である阿蘇海において、海底に堆積したヘドロ層からの汚濁物質の
溶出を抑制し、水質浄化を図る経費

企
業
局

○ＩＳＯ14001認証取得事業

　ため池や雑木林などの自然の地形を活かした、環境に配慮した産業拠点として
の整備に要する経費

「緑の公共事業アクションプラン」に基づき、森林整備等の促進を通じて緑豊か
な環境を守り、併せて新たな雇用を創出するため、放置森林等の整備を進めると
ともに、林業への本格就業に向けた担い手育成研修、木質資源の積極的な利活用
に係る諸事業を実施するために要する経費

18年度
当初予算額

＜共通＞　※各部局毎予算に一部再掲あり

○公害事犯等環境犯罪対策

共
通

　平成15年度に策定したアクションプラン「『環』の公共事業行動計画」に基づ
き、人と自然が共生する環境共生型の地域社会づくりを目指す公共事業を推進す
るために要する経費

　悪質業者等による産業廃棄物の不法投棄、野焼き、有害な工場排水を河川に排
出するなどにより環境破壊を招く環境犯罪の取締りに要する経費

（単位：千円）

事　　　業　　　概　　　要

警
察
本
部

18年度
当初予算額

事　　　業　　　概　　　要

　老朽化した護岸を修築し、国土保全と合わせて天橋立を望む良好な海浜空間を
創造する経費

　遊歩道等の整備により、景勝地にふさわしい景観を創造し、海浜利用促進を図
る経費


